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1. 序論：今そこにある危機としての「AIミュトス」と金融システム
の覚醒 
2026年4月24日、日本の金融インフラの歴史において極めて異例かつ切迫した官民会議が、金融
庁の主導により開催された。片山さつき金融担当相の強い危機感に基づく呼びかけにより、日本銀

行総裁をはじめ、国内を代表する三大メガバンクの頭取など、金融業界の最高首脳陣が一堂に会し

たこの緊急会合の主要議題は、既存の金融経済に対する伝統的なリスク管理ではなく、単一のテク

ノロジー企業が開発した最新の人工知能（AI）モデルへの対応であった1。米国を拠点とする

Anthropic社が開発した「Claude Mythos Preview（以下、ミュトス）」と呼ばれるこのフロンティアAIモ
デルは、会議の席上において、世界の金融システムに対する「今そこにある危機」として明確に位置

付けられた3。 

この会議において、参加した金融機関のトップから「攻めてくる相手の能力が格段に高く、個別行単

独での対策にはもはや限界がある」との悲痛かつ率直な声が上がったことは、サイバーセキュリティ

のパラダイムが根本から覆ったことを如実に示している1。片山氏が「金融は公の器であり、国として

総力を挙げて守らなければならない」と強調した背景には、ミュトスのような高度な自律型AIがもたら
す脅威が、一民間企業の自助努力や従来型の境界防御で対応可能な範疇を完全に超越し、国家ぐ

るみの安全保障課題、ひいてはグローバルなマクロ・プルーデンス（信用秩序維持）の根幹を揺るが

す事態へと変貌したという冷徹な事実が存在する1。 

Anthropic社が2026年4月7日にその存在を公表したミュトスは、そのあまりにも強力かつ破壊的な
能力ゆえに、一般公開が見送られるという前例のない措置が取られた4。同モデルは、世界中のあら

ゆる主要なオペレーティングシステム（OS）およびウェブブラウザに潜む未知の脆弱性（ゼロデイ脆
弱性）を自律的に特定し、人間の介入なしに高度なエクスプロイト（攻撃コード）を生成・実行する能

力を備えている6。従来、国家の支援を受けた高度な専門知識を持つハッカー集団（APT攻撃者）が
数週間から数ヶ月という長期間をかけて行っていた複雑な多段階のサイバーオペレーションを、ミュ

トスはわずか数時間で完遂してしまうことが実証されている4。 

本報告書は、2026年4月に全世界の金融・規制当局を震撼させたこの「AIミュトス・ショック」を起点と
し、同モデルがグローバル金融システムにもたらすかつてないシステミック・リスク、各国の規制当局

および主要金融機関の対応状況と地政学的摩擦、そしてサイバーセキュリティの新たな概念である「

ResOps（レジリエンス・オペレーション）」と「AIネイティブ防衛」への移行について、提供されたあらゆ



るデータと事象を網羅的かつ多角的に分析する。 

2. システミック・リスクの再定義：マクロ経済と金融インフラへ
の連鎖的脅威 
ミュトスが金融システムに対してもたらす最大の脅威は、単に「優れたハッキングツール」が存在する

ことではなく、攻撃の「速度」と「規模」が人間の認知限界を超えて劇的に拡張される点にある。これ

は、高度に相互接続された現代の金融インフラにおいて、致命的かつ不可逆的なシステミック・リス

クを引き起こす要因となる。 

2.1. 英国政府のワーストケース・シナリオと社会的パニックの連鎖 
ミュトスが悪意ある主体に利用された場合にもたらされる潜在的被害の規模については、英国政府

がミュトス誕生以前に策定していた銀行ハッキングのワーストケース・シナリオが極めて示唆に富ん

でいる6。Anthropic社の経営陣が発した「銀行システムに大混乱（havoc）をもたらす」という警告通
り、ミュトスがテロリストや敵対国家の手に渡った場合、金融システム全体が機能停止に追い込まれ

るリスクが現実に迫っている6。 

英国政府のシナリオによれば、基幹システムへの侵入により直接引き落としシステムが機能不全に

陥り、市民の生活基盤である家賃、住宅ローン、給与の支払いが即座に滞る事態が想定されている
6。さらに、オンラインバンキングへのアクセス遮断やATMでの現金引き出し不可といった事態が同時
多発的に発生し、経済の血液である資金循環が完全に停止する6。ガソリンスタンドやバスなどの公

共交通機関でデジタル決済が拒否されれば、通勤客は立ち往生し、物理的な社会インフラの麻痺へ

と直結する6。このシナリオで規制当局が最も危惧しているのは、システム障害そのものよりも、それ

が引き起こす「社会的パニック」である。決済インフラの停止は市民の恐怖を煽り、口座からの資金

引き出しを急ぐ連鎖的な銀行取り付け騒ぎ（バンク・ラン）を誘発し、健全な自己資本比率を維持して

いる金融機関にまで急激な流動性危機を波及させるリスクがある6。このシナリオの現実味を重く見

た英国当局は、即座に「クロス・マーケット・オペレーショナル・レジリエンス・グループ（Cross Market 
Operational Resilience Group）」の会議アジェンダにミュトスの脅威を追加し、財務省、イングランド
銀行（BOE）、金融行動監視機構（FCA）、国家サイバーセキュリティセンター（NCSC）の幹部間でハ
イレベルな協議を開始した6。 

2.2. 脆弱性のボトルネックと「AIスピード」への不適応 
金融セクターがサイバー攻撃に対して脆弱である構造的な理由は、多層的でレガシーなデジタルイ

ンフラへの歴史的な依存にある9。現代の銀行システムは、最新のクラウドネイティブ環境と、数十年

にわたって稼働し続けるメインフレームなどの古いミッションクリティカル・プラットフォームが複雑に

混在している9。これらのシステムは、数え切れないほどのAPI、サードパーティ・ベンダーのソフトウェ
ア、そしてグローバルな決済ネットワークを通じて密接に接続されており、広大かつ極めて複雑な「攻

撃サーフェス（攻撃対象領域）」を形成している9。 

ミュトスのようなAIは、まさにこのような環境で真価を発揮する。ミュトスは単一のソフトウェアの欠陥
を見つけるだけでなく、複雑に絡み合ったシステム全体を横断して推論し、複数の小さな脆弱性を連

鎖させて致命的な侵入経路を構築する能力を持つ9。英国のAI安全研究所（AISI）によるテストでは、



ミュトスは人間のガイダンスを一切受けることなく、32段階にも及ぶサイバー攻撃のシミュレーション
を自律的に完了してみせた6。これまで人間による厳格な監査や、積極的なファジングテスト、世界中

の開発者によるオープンソースの監視を何十年も掻い潜ってきたFreeBSDなどの基盤ソフトウェアの
脆弱性をも、ミュトスは瞬時に発見している6。 

ここで発生するのが「脆弱性のボトルネック（Vulnerability Bottleneck）」と呼ばれる新たな構造的危
機である4。世界経済フォーラム（WEF）が「Global Cybersecurity Outlook 2026」において強く警告
しているように、AIによって未知の脆弱性が発見され、それが兵器化（エクスプロイトの生成）される
までの時間が数週間から数時間へと劇的に短縮された4。その一方で、防衛側である金融機関の

パッチ適用サイクルは、システムの稼働テストやコンプライアンス確認といった「人間のペース」に依

然として依存しており、数週間から数ヶ月を要する4。この圧倒的な速度の非対称性は、フロンティア

AIの進化によって短期的にさらに絶望的なまでに拡大することが予想される4。 

 

 
 
2.3. 国際機関（IMFおよびBIS）による警鐘とマクロ・プルーデンスの視点 
この事態に対し、グローバル金融の安定を担う国際機関もかつてない危機感を露わにしている。国

際通貨基金（IMF）のクリスタリナ・ゲオルギエバ専務理事は、2026年4月の春季会合を前に米国の



報道番組「Face the Nation」に出演し、「国際通貨システムは、AIがもたらす巨大なサイバーリスクか
ら身を守る能力を現時点で備えていない」と極めて強いトーンで表明し、「時間との戦いである（time 
is not our friend on this one）」と警告を発した14。IMFの金融顧問であるトビアス・エイドリアン氏も、
半期に一度の国際金融安定性報告書の発表に際し、AIがもたらす脅威の最前線にとどまり、極めて
積極的な政策フレームワークと運用上の準備態勢（オペレーショナル・レディネス）を構築するよう各

国政府に求めている9。 

さらに、中央銀行の中央銀行と呼ばれる国際決済銀行（BIS）は、長期間にわたりAIとデジタル金融
が市場機能に与える影響について深い分析を行ってきた。BISのアジア太平洋地域首席代表である
陶張（Tao Zhang）氏は、2026年1月26日に香港で開催されたアジアン・フィナンシャル・フォーラムで
のスピーチにおいて、金融システムが専門的なハードウェア、特定のクラウドコンピューティングイン

フラ、そして外部のデータプロバイダーに過度に依存している「集中リスク」を指摘した16。陶張氏の

指摘によれば、金融機関が業務の効率化やリスク管理のために生成AIや大規模言語モデル（LLM）
の導入を競う中、これらのAIモデルを支える基盤技術が少数のビッグテックに集中している事実があ
る16。もし、ミュトスのような高度な自律型AIがこれら少数寡占状態にあるシステムプロバイダーの脆
弱性を突いた場合、その影響は単一の企業や銀行に留まらず、類似のAIモデルやデータを共有す
る金融機関群全体に瞬時に波及する。これにより、市場におけるプロサイクリカリティ（景気循環増

幅効果）が高まり、世界的な金融危機へと発展するリスクをBISは予測していたのである16。 

実際に、BISおよび金融安定理事会（FSB）は、ミュトス・ショック以前からAI規制の枠組み構築に向け
て一連の報告書を継続的に発表してきている。以下の表は、BISおよび関連機関による直近のAI関
連の規制動向の軌跡を示しており、国際社会がいかにAIの金融リスクを段階的に認識してきたかが
読み取れる17。 

発表日 機関 報告書・プロジェクトの概要 

2024年4月30日 BIS プロジェクト・レイヴン（金融シス

テムのサイバーセキュリティに対

するAIソリューション） 

2024年10月25日 G7 安全・安心で信頼できるAIの活
用にコミットする声明 

2024年10月30日 BIS AIと大規模保有データに関する
ワーキングペーパー 



2024年12月12日 BIS 金融セクターにおけるAI規制に
関するペーパー 

2025年1月29日 BIS 中央銀行におけるAI導入のガバ
ナンスに関する報告書 

2025年3月12日 IOSCO 資本市場におけるAIに関する協
議報告書（ユースケース、リス

ク、課題） 

2025年3月18日 BIS ペーパー第154号：AIサプライ
チェーンに関する分析 

2025年4月3日 BIS プロジェクトAISE（AI Supervisory 
Enhancer）の始動 

2025年4月11日 IMF AIのグローバルな影響に関する
ワーキングペーパー 

2025年6月12日 BIS 金融安定研究所（FSI）ブリーフ：
監督業務における生成AI適用の
ストックテイク 

2025年6月26日 BIS AIの金融安定性への影響に関す
る報告書 

2025年8月18日 BIS イノベーションハブ・プロジェクト

Noor（香港金融管理局等との連
携による説明可能AI技術のプロ



トタイプ） 

2025年9月8日 BIS 規制当局がいかにAIの説明可能
性に対処できるかに関するペー

パー 

2025年10月10日 FSB / BIS 金融セクターにおけるAI監視の
次なるステップ、および政策目的

のAI活用に関するG20への報告 

表1: BISおよび関連機関によるAIの金融安定性に関する主要な規制・研究動向（2024年〜2025年） 
17 

この表が示す通り、BISやFSBはAIのガバナンスやサプライチェーン・リスク、説明可能性（
Explainability）といった課題に対して綿密な研究を重ねてきた。しかし、2026年4月のミュトスの登場
は、これら既存の規制フレームワークが想定していた「人間のコントロール下にあるAI」という前提を
破壊し、政策当局に全く新しいアプローチを強制することとなったのである。 

3. サイバー地政学の変容と国際的ガバナンスの摩擦 
ミュトスのプレビュー公開以降、主要国の政府および金融当局は、自国の重要インフラを守るために

前例のないスピードで緊急対応を迫られた。しかし、その対応プロセスにおいて、最先端AI技術を独
占的に保有する米国と、情報共有と共同防衛を求める同盟国との間に新たな地政学的摩擦と不信

感が生じている。 

3.1. 米国当局の強硬姿勢とウォール街の緊急会合 
米国における危機感は他国を凌駕しており、事態の深刻さは政府の行動の迅速さに表れている。

Anthropic社によるミュトス発表（2026年4月7日）の直後、米国財務省のスコット・ベッセント長官と連
邦準備制度理事会（FRB）のジェローム・パウエル議長は、ワシントンD.C.の財務省本部にウォール
街の主要銀行の最高経営責任者（CEO）を極秘裏に、かつ急遽招集した6。 

この緊急会合には、ゴールドマン・サックスのデビッド・ソロモン氏、シティグループのジェーン・フレー

ザー氏、バンク・オブ・アメリカのブライアン・モイニハン氏、ウェルズ・ファーゴのチャーリー・シャーフ

氏、モルガン・スタンレーのテッド・ピック氏など、グローバルなシステム上重要な銀行（G-SIBs）のトッ
プが顔を揃えた（JPモルガンのジェイミー・ダイモンCEOはスケジュールの都合で欠席）6。参加した銀

行はすべて、破綻すれば世界の金融システムを道連れにする「大きすぎて潰せない」金融機関とし

て規制当局から分類されている18。 

会議において、政府関係者は特定の金融機関に対する具体的な脅威情報を提示したわけではない



ものの、ミュトスのような新種の自律型サイバー攻撃が金融業界が直面する最大のリスクの一つで

あるという認識を共有した18。そして、銀行に対し、自社システムの防衛力を強化するために、ミュトス

を用いた極秘のストレステストを自社環境で実行することを強く促したのである4。米国当局が、ミュト

スを単なるソフトウェアではなく、「国家安全保障と金融安定性の根幹を揺るがす戦略的兵器」と同

等に扱っていることが浮き彫りとなった瞬間であった。 

3.2. G7における情報の非対称性と国際協調の模索 
米国の迅速な対応の裏で、2026年4月中旬にワシントンで開催されたIMF・世界銀行の春季会合の
傍らで行われたG7（主要7カ国）財務相・中央銀行総裁会議では、ミュトスの影響が主要な議題の一
つとして深刻に議論された1。しかし、ここで明白になったのは「情報の非対称性」に対する米国以外

の同盟国の強い懸念である20。 

カナダのフランソワ＝フィリップ・シャンパーニュ財務相は、米国のベッセント財務長官との二国間会

談において、金融システムの回復力を確保するための共通の利益を強調し、貿易問題と並んで、戦

略的セクターにおけるミュトスの影響について深い情報共有を強く求めた20。欧州中央銀行（ECB）の
クリスティーヌ・ラガルド総裁もメディアのインタビューに対し「（ミュトスが）間違った人間の手に渡れ

ば、非常に悪い結果を招く」と強い懸念を表明している20。スウェーデンのエリザベス・スヴァンテソン

財務相は、中央銀行総裁と閣僚を集めた「早期警戒会議（early-warning meeting）」でAIが主要ア
ジェンダになることを明言した20。 

さらに、フランスが議長国を務め、同年4月29日にパリで開催されたG7開発大臣会合においても、グ
ローバルな不平等の是正や組織犯罪との戦い、重要な鉱物バリューチェーンの強靭化といった議題

の根底に、AI技術へのアクセスの偏在がもたらす地政学的リスクが影を落としていた22。 

多くの非米国金融機関のトップや欧州の当局者は、米国の競合他社と同等の水準でAnthropic社の
未公開モデルに関する機密情報を受け取れるかどうかに疑心暗鬼となっており、米国のカウンター

パートに対し、AIガバナンスのための国際的な制度的枠組みの構築と、国境を越えた透明性のある
情報共有を強く働きかけている20。 

 



 
 
3.3. 兵器化するAIと「インバージョン・エクスプロイト」の脅威 
ミュトスの登場により、商業用AI開発と国家防衛の境界線は完全に消滅した。その背景には、2026
年初頭に発生した「Mercor」という別企業の深刻なデータ流出事件が存在する23。Mercor社から流
出した「高度な専門家によるフィードバック」や「精製されたコーパス」は、西側のフロンティアモデル

を訓練するための「核燃料」とも言える極めて価値の高い情報基盤であった23。 

敵対国家はこの流出したデータを利用し、米国製の最先端モデルの複雑な出力を模倣する「シャド

ウ・トレーニング（Shadow Training）」と呼ばれる手法を確立した23。これにより、通常ならば膨大な時

間と計算資源を要するモデルの「アライメント（安全性の調整）段階」をスキップし、米国の技術的優

位に追いつくまでの時間、すなわち「Time-to-Parity（T_p）」が完全に崩壊したと米軍当局は分析して
いる23。 

事態を重く見た米国防総省は、2026年の国防権限法（NDAA）において「AIインフラの相互依存性」



を名指しで懸念し、Anthropic社を「サプライチェーン・リスク」として分類するという異例の措置を講じ
た23。特に警戒されているのが、Anthropic社の内部から漏洩したとされる「Mythos」および「
Capybara」というコードベースに含まれる「エージェンティック・ハーネス（Agentic harness v2.1.88）」
である23。これは、AIが単にテキストを生成するだけでなく、自律的にウェブをブラウジングしたり、シ
ステムのBashコマンドを実行したりするための「ツール利用（Tool-Use）」と「環境との対話（
Environment Interaction）」を制御するロジックの核である23。 

敵対者がこのコードを分析すれば、軍事機関や政府のシステムに導入されているAIエージェントを逆
手にとって乗っ取る「インバージョン・エクスプロイト（Inversion Exploits）」を開発することが可能とな
る23。SentinelOne社の脅威インテリジェンス部門は、すでにイランや中国と関連付けられた国家支
援ハッカー集団（いわゆる「権威主義の枢軸：Axis of Authoritarianism」）が、この混乱に乗じて米国
の重要インフラや金融ネットワークの探査を激化させていると報告している24。AI基盤はもはや単な
る生産性向上のツールではなく、国家へのインフラ浸透の設計図とみなされているのである。 

4. プロアクティブ防衛と「Project Glasswing」による官民連
携エコシステム 
前述の圧倒的な脅威に対抗するため、AI開発企業であるAnthropic社自身が主導する形で開始さ
れた前例のないサイバー防衛イニシアチブが「Project Glasswing（プロジェクト・グラスウィング）」で
ある6。2026年4月7日（一部発表では8日）に始動したこの巨大なプロジェクトは、ミュトスの破壊的な
攻撃能力を逆手に取り、攻撃者に悪用される前にソフトウェアの脆弱性を網羅的に特定し、システム

を強靭化する（パッチを当てる）ための「防衛専用テストベッド」として機能する6。 

4.1. プロジェクトの全容とコンソーシアムの形成 
Project Glasswingは、現代のデジタル経済の屋台骨を支える中核的なテクノロジー企業と金融機関
を広範に網羅している。立ち上げパートナーとして、Amazon Web Services (AWS)、Apple、Google
、Microsoft、NVIDIA、Broadcom、Cisco、Palo Alto Networks、CrowdStrikeといった世界のテック
巨人が名を連ねた6。さらに、最も標的になりやすい金融セクターからはJPMorgan Chaseや
Goldman SachsといったG-SIBsが参画している6。注目すべきは、Linux Foundationを通じてオープ
ンソース・コミュニティも巻き込み、プロプライエタリ（有償）なソフトウェアだけでなく、世界で最も広く

利用されているオープンソース・インフラ全体を保護することを目指している点である26。 

Anthropic社は、これら約40社の企業に対して未公開のミュトスへの早期アクセスを許可し、各社が
自社のサイバー防衛環境においてモデルを実戦的にテストし、発見された脆弱性や防御に関する知

見をコンソーシアム全体で共有する仕組みを構築した6。 

4.2. 財務的コミットメントとテクノロジー企業による防衛実装 
Anthropic社は、このイニシアチブを推進するために巨額の資金的コミットメントを行っている。プロ
ジェクト参加企業および追加の約40の重要インフラ組織に対し、ミュトスのAPI利用料として最大1億
ドル（約150億円）相当の利用クレジットを提供することを約束した25。さらに、オープンソース・セキュ

リティの維持管理組織に対する直接の寄付として400万ドルを拠出している25。 



参加企業は、Claude APIのほか、Amazon Bedrock、Google Cloud's Vertex AI、Microsoft 
Foundryといった既存の主要クラウド基盤を経由してミュトスにアクセスすることが可能であり、利用
料金は入力トークン100万あたり25ドル、出力トークン100万あたり125ドルに設定された25。 

この呼びかけに対し、テクノロジー各社は即座に防衛態勢のアップデートを開始している。Microsoft
は、現実世界の検知エンジニアリングタスクのためのオープンソースベンチマークである「

CTI-REALM」を用いてミュトスの能力を評価し、従来モデルからの大幅な改善を確認した29。同社は

ミュトスを用いて自社のオープンソース・コードベースをプロアクティブにスキャンし、発見された問題

を協調的な脆弱性開示プロセスを通じて修正するとともに、得られた知見を脅威保護ソリューション「

Microsoft Defender」の検出ロジックに即座に反映させ、Microsoft Active Protections Program 
(MAPP) パートナーと共有する体制を敷いている29。 

同様に、ネットワーク管理大手のInfobloxは、単にコードの脆弱性をスキャンするだけでなく、DNSの
ハイジーン（健全性）、クラウドの構成状況、ネットワークの露出度、アイデンティティの誤設定といっ

た複数のリスク要因を、AIを用いて単一の「攻撃者が勝つための方法（ways an attacker can win）」
として統合的にモデル化するアプローチを提唱している12。 

この世界的潮流と軌を一にする形で、日本国内においても官民連携による防衛力の底上げが図ら

れている。2026年4月24日の金融庁での官民会議と同日、日本のデジタル庁は、内製開発を進めて
いる政府向け生成AI利用環境「源内（Gennai）」の一部を、オープンソースソフトウェア（OSS）として
GitHub上で公開した30。商用利用可能なライセンスが適用されたこの動きは、官民連携によるAI開
発の促進と、地方公共団体における重複開発の抑制を狙いとしたものであり、安全なAI基盤を国家
レベルで整備・共有するというProject Glasswingと理念を共有するものである30。 

4.3. 法務およびコンプライアンスの再構築 
Project Glasswingの実装は、技術的な側面にとどまらず、企業の法務・コンプライアンス部門にも甚
大な影響を与えている。ネルソン・マリンズ（Nelson Mullins）法律事務所のAIタスクフォースが指摘
するように、米国連邦金融規制当局が銀行CEOとフロンティアモデルの能力について協議を行って
いるまさにこのタイミングで、欧州連合（EU）の包括的な「AI法（EU AI Act）」の次のフェーズが2026年
8月2日に発効を迎える19。 

エージェンティックAIの導入を検討、あるいは既に展開している企業は、サイバーインシデントが発生
する「前」に、AIベンダーとの契約内容、インシデント対応手順、サイバー保険の補償範囲、そして社
内ガバナンスの枠組みを抜本的に見直す必要に迫られている19。防御能力を強化するためのツール

の導入そのものが、新たな法的責任やコンプライアンス違反のリスクを生み出すという「デュアル

ユースのジレンマ」が、企業の法務担当者を悩ませている。 

5. AIネイティブ防衛の台頭とResOps（レジリエンス・オペレー
ション）へのパラダイムシフト 
ミュトス・ショックは、サイバーセキュリティの概念そのものを不可逆的に変容させた。人間が設計した

シグネチャに基づく検知システムや、セキュリティ・オペレーション・センター（SOC）のアナリストによ
る手動のトリアージを前提とした従来の防御モデルは、自律的に思考し行動するAIの登場により、も



はや完全に時代遅れの遺物となったのである13。 

5.1. 自律型脅威の台頭：エージェンティックAIの破壊力 
大手情報サービス会社Experianが発表した「2026年 フューチャー・オブ・フロード（不正の未来）予
測」は、デジタル脅威の歴史的な転換点を如実に示している。同報告書によれば、インターネットの

歴史上初めて、自律的に動作する「エージェンティックAI（Agentic AI）」による攻撃が、人間のミスや
ヒューマンエラーを抜き去り、データ漏洩や金融詐欺の「最大の原因（トップ・サイバー脅威）」となっ

た32。これは、人間の騙されやすさを突いた「フィッシング時代」の終焉を意味する32。 

攻撃者は、自由に入手可能なAIモデル（あるいは流出した高度なコードベース）を活用し、自動化さ
れた攻撃を容赦なく仕掛けている24。AIが過去の無数の漏洩データを高度に組み合わせて構築する
「無傷（pristine）」の合成アイデンティティは、実在の人物よりもはるかに説得力のあるデジタルプロ
フィールを形成し、従来の多要素認証（MFA）や生体認証といったアイデンティティ・アクセス管理（
IAM）の市場基盤を完全に無力化しつつある32。 

5.2. 機械の速度（Machine Speed）での攻防 
「AIネイティブ防衛（AI-Native Defense）」への投資を行わない組織は、攻撃側との決定的な非対称
性の犠牲となることが確実視されている24。この新たなパラダイムにおいて不可欠なのは、「機械の

速度（machine speed）」で自律的に防御を実行する統合型プラットフォームの導入である31。 

SentinelOne社のSingularity Platformが報告した事例は、AIネイティブ防衛の真価と必要性を完璧
に証明している。2026年3月24日、LLMのAPI呼び出しにおいて世界中で広く使用されているプロキ
シ層である「LiteLLM」の改ざんバージョンを用いた高度なサプライチェーン攻撃が発生した33。この

攻撃は、単一のセキュリティツールの侵害から始まり、AIパッケージの改ざん、企業ネットワークへの
侵入とデータ窃取、Kubernetes環境での水平移動、そして暗号化されたデータの外部への流出ま
で、すべてのプロセスが「数時間以内」に完了するように設計されていた33。 

従来の手動ワークフローであれば、アラートが発報され、アナリストがクエリを書いてログを分析し、

トリアージを行う間に、データはすでに持ち去られ被害は完了してしまう33。しかし、同社の自律型AI
検知システムは、人間のアナリストの介入なしに、複数の顧客環境において悪意あるPythonの実行
を即座に特定し、同日中にペイロードを自律的にブロックすることに成功した33。手動調査の速度とAI
攻撃の速度の間に生じるギャップこそが組織が侵害される致命的な原因であり、このギャップを埋め

ることはもはや追加機能の要望などではなく、組織全体のアーキテクチャ上の必須事項となっている

のである33。 

5.3. ResOps：侵入を前提とした自律的復旧のフレームワーク 
AIによって脆弱性の発見からエクスプロイト実行までの時間が極限まで圧縮される中、セキュリティ
業界および金融機関のIT部門では「ResOps（Resilience Operations：レジリエンス・オペレーショ
ン）」と呼ばれる新たなアプローチが急速に標準化しつつある34。これは、従来の「境界防御によって

侵入を完全に防ぐ（Prevention）」ことに焦点を当てたIT運用から、高度なAIによるインシデントがい
ずれ発生することを前提とし、「深刻な混乱から組織として生き残り、いかに迅速に事業を復旧する

か（Recovery）」という回復力を最優先とする規律への転換である34。 



パッチ適用が物理的な時間軸で間に合わない状況下において、AIを用いて影響範囲を自律的に極
小化し、復旧プロセスを自動化するResOpsのフレームワークは、金融機関にとって最後の防波堤と
なる。ブラジルの金融大手であるイタウ・ウニバンコ（Itau Unibanco）など、先進的な取り組みを行う
金融機関はすでに、社内ネットワークに人間の専門家だけでなく「AIテストエージェント（AIレッドチー
ム）」を常時自律的に展開させ、本番環境のストレステストと脆弱性修復の自動化を進めている35。 

以下の表は、アナリストの手動介入に依存していた従来型の直線的防御プロセスと、金融機関が現

在移行を急いでいる自律的な円環状のAIネイティブ防衛（ResOps）のアーキテクチャの対比を示し
ている。 

防衛コンポーネント 従来型防衛（

Human-in-the-loop） 
AIネイティブ防衛およびResOps
（Autonomous Loop） 

監視・検知メカニズム シグネチャベースのスキャン、

バッチ処理によるアラート生成 
AIエージェントによる常時監視、
振る舞いと文脈のリアルタイム分

析 

トリアージと意思決定 SOCアナリストによる手動ログ
分析と脅威の優先順位付け 

AIによる自律的な脅威スコアリン
グと意思決定 

対応時間（Time to Respond） 数時間 〜 数日 （遅延リスク
大） 

ミリ秒 〜 数分 （マシン・スピード） 

封じ込め戦略 手動でのネットワーク遮断、

パッチ適用プロセスの起案 
攻撃ペイロードの自律的ブロッ

ク、マイクロセグメンテーションに

よる即時隔離 

復旧アプローチ バックアップからの手動リスト

ア（Prevention重視） 
ResOpsに基づく動的かつ自律
的な事業復旧（Recovery最優
先） 

対AI攻撃への有効性 AI Agentic Threat Barrier（自
律型脅威の壁）を越えられず

攻撃側のAIと同等の速度と推論



防衛失敗 能力で対抗し、被害を極小化 

表2: 従来型防衛アーキテクチャとAIネイティブ防衛（ResOps）プロセスの比較分析 

6. AIブームの資本市場への波及とアルゴリズム連鎖リスク 
ミュトスの登場とその破壊的な能力は、単なるITセキュリティや国家防衛の枠組みにとどまらず、グ
ローバルな資本市場の動向とマクロ経済全体に直接的な波及効果（スピルオーバー）をもたらしてい

る。AI技術がもたらす無限の生産性向上への期待と、サイバーテロリズムによるシステム崩壊への
恐怖が交錯する中で、市場のボラティリティは新たな局面を迎えている。 

6.1. テクノロジー銘柄のボラティリティと資金調達構造の変化 
WEFの報告が明確に示している通り、ミュトスやそれに類似するフロンティアAIシステムの潜在的な
破壊力に対する投資家の強い懸念は、世界のテクノロジー株式市場における著しいボラティリティの

要因となっている4。投資家は、従来のサイバーセキュリティ企業のビジネスモデルがAIによって根底
から覆る可能性や、デジタル経済全体の安定性が損なわれるリスクを重く見て、ポートフォリオの再

評価を急いでいる4。 

この技術的パラダイムシフトは、企業の資金調達構造にも影響を与えている。BISの「Bulletin 120: 
Financing the AI boom: from cash flows to debt」によれば、AI技術の進歩に伴い、AI関連企業へ
の投資は名目額およびGDP比の両面で急増している36。しかし、次世代AIモデルの開発やインフラ
構築に必要な膨大な投資額を賄うため、企業は資金調達の源泉を従来の営業キャッシュフローから

負債（デット）、特にプライベート・クレジット市場へと急速にシフトさせている36。マクロ経済的な観点

から見れば、株式市場におけるAI企業の過度な高収益期待と、実際の債券市場での価格付けの間
に乖離が生じており、仮にAI企業が市場の期待に応えられなかった場合、この乖離が是正される過
程で金融安定性に中程度の揺さぶりをかけるリスクが蓄積されているとBISは警告している36。 

さらに、AIが引き起こす産業構造の転換は、個別の企業動向にも影を落としている。例えば、エン
ターテインメント業界では、ソニーのPlayStation部門傘下であるBluepoint Gamesが2026年3月に事
業を閉鎖し、約70名の従業員が人員削減や配置転換の対象となった37。このニュース自体はAIと直
接的な関連はないものの、市場アナリストは、AIミュトスがサイバーセキュリティや開発環境のランド
スケープを激変させる中で、投資家が高予算のリメイク作品やライブサービス型のビジネスモデルに

対するリスク評価を再構築し、AI技術を組み込んだよりレジリエントな事業領域への資金移動を加速
させている一つの現れとして注視している37。 

サイバー防衛に関するExperianの報告でもこの傾向は裏付けられており、各国の銀行の44%が「AI
ネイティブ防衛」を今年度の最優先投資項目として挙げている32。これにより、「AI-vs-AI」の高度な保
護レイヤーを提供できる次世代セキュリティ企業へ莫大な資金が流入する一方で、従来のID管理（
IAM）プロバイダーは市場シェアを急速に奪われつつある32。一部の市場専門家は、AIによるパニッ
クが株式市場における非合理的な動きを牽引しており、ドットコム・バブルのような歴史的パラレルと

重ね合わせて、投資家に対し感情的な反応による長期的な富の破壊を避けるよう警告を発している



38。 

6.2. AIボットによるナラティブ操作とフラッシュ・クラッシュ 
市場の不安定化を助長するもう一つの致命的な要因が、自律型AIを用いた意図的な市場操作や風
評被害の増幅である。米国の大手レストランチェーン、クラッカー・バレル（Cracker Barrel）の事例
は、この脅威の片鱗を明確に示している39。 

同社が新しいロゴと店舗の改装計画を発表した際、SNS上で「伝統的価値観が失われる」とする猛烈
な反発が突如として巻き起こった39。この批判の嵐により、わずか2日間で同社の時価総額から約1
億ドル（約150億円）が吹き飛ぶ事態となった39。会社側は圧倒的なパニックに陥り、計画を即座に撤

回して元のロゴに戻すという決断を下した39。しかし、ロサンゼルスを拠点とする分析機関

PeakMetricsのその後の調査によって、この「炎上」の大部分が自律型のAIボットによって人為的に
製造（manufactured）されたものであり、実際の消費者の声はごくわずかであったことが判明したの
である39。 

ミュトスのような高度な言語理解、説得力のあるテキスト生成、そして環境相互作用能力を持つモデ

ルが悪意ある主体に利用された場合、SNSの世論を自在に操り、特定の企業の株価を意図的に暴
落させるショートセリング（空売り）攻撃や、アルゴリズム取引システムに偽のシグナルを読み込ませ

てフラッシュ・クラッシュ（瞬間的な株価暴落）を誘発するディープフェイク・ナラティブの拡散が、かつ

てない規模と精度で実行される危険性がある31。人間の投資家やアナリストが真実を確認する前に、

アルゴリズムが連鎖的に反応し、市場の崩壊を引き起こすリスクが現実のものとなっているのであ

る。 

6.3. 開発コミュニティの均質性とデフォルト・バイアスの危険性 
金融システム全体のリスクを別の角度から、しかも構造的に悪化させているのが、AI開発コミュニ
ティにおける「多様性の欠如」である。国連女性機関（UN Women）が提示した統計によれば、世界
中のAI専門家のうち女性が占める割合はわずか30％であり、AI研究論文の著者に至っては16％と
いう極めて低い水準に留まっている40。 

シリコンバレーに代表される特定の属性（いわゆる「テック・ブラザー」と揶揄される層）に大きく偏った

開発者集団がミュトスのような強力なモデルを構築し、それが金融の与信判断やヘルスケア診断な

ど、社会のあらゆる基盤インフラに深く組み込まれていくことで、アルゴリズムに固有の「デフォルト・

バイアス」がシステム全体に増幅・固定化される40。この構造的欠陥は、特定の企業、属性、あるい

はマイノリティに対する不公正な評価を無意識のうちに下すリスクを孕んでいる。結果として、金融機

関が業務の効率化やリスク評価のためにAIを統合する際、深刻なレピュテーションリスクやコンプラ
イアンス違反、さらには法的な賠償責任のリスクを飛躍的に高める要因となっており、文明全体に対

するシステミックな失敗（systemic failure）を引き起こす土壌となっていると指摘されている40。 

7. 結論：次世代サイバー空間における金融防衛のグランドデ
ザイン 
2026年4月24日の金融庁における官民会議で共有された「AIミュトス・ショック」と、それに伴う日米
欧の金融当局の連鎖的かつ緊急の対応は、サイバー空間において人間が制御不能に陥りかねな



い「高度な自律型兵器」が誕生したことを意味している。単一の民間企業が開発したモデルが、主要

国の政府や中央銀行の首脳陣を震撼させ、金融システム全体を機能停止の淵に立たせる可能性を

示唆したという事実は、人類とテクノロジーの関係性における不可逆的な転換点である。 

本報告書における多角的な分析から導き出される重要な結論と、世界の金融業界が直面するマク

ロ・プルーデンス上の示唆は以下の通りである。 

第一に、金融機関の経営層およびIT部門は、「強固な境界防御によってサイバー攻撃は完全に防げ
る」という旧来の神話を直ちに、かつ完全に放棄しなければならない。ミュトスに代表される自律型

エージェンティックAIは、何十年も稼働するレガシーシステムと複雑に絡み合った最新システムの隙
間に存在する無数のゼロデイ脆弱性を、人間の検知・修復能力をはるかに凌駕する「機械の速度」

で発見し搾取する。これに対抗するためには、防御のパラダイムを根本から転換し、システムへの侵

入が起きることを前提とした「ResOps（レジリエンス・オペレーション）」フレームワークの構築と、被害
の極小化と自律的復旧を担うAIネイティブな防衛プラットフォームへの投資へ資金とリソースを集中
させる必要がある。 

第二に、「Project Glasswing」のような世界規模の官民連携型インテリジェンス共有プラットフォーム
への積極的な参画と貢献が不可欠である。片山金融相が述べた「金融は公の器」という認識の通

り、いかに強大な資本を持つメガバンクであっても、個別行の努力のみで、Mercor社の流出データ
などを利用してシャドウ・トレーニングを実行する国家支援型のハッカー集団から身を守ることは不

可能である。国境を越えた脅威インテリジェンスのリアルタイムな共有と、AIモデル自体を活用したプ
ロアクティブな脆弱性探索とパッチ適用のエコシステム構築が急務である。同時に、G7財務相会議
での議論に見られた情報の非対称性と地政学的な疑心暗鬼を解消し、透明性のある国際協調に基

づくサイバー防衛網を敷くための外交的努力が規制当局には求められる。 

第三に、高度なAI主導の市場環境においては、情報戦およびナラティブ操作に対する市場全体の耐
性強化が求められる。クラッカー・バレルの事例に見られるようなAIボットによる相場操縦や風評被
害は、今後より巧妙に、そしてアルゴリズム取引の脆弱性を突く形で金融市場を標的とするだろう。

金融機関のトレーディングモデルやリスク管理システムにおいて、SNSやニュースソースの「シグナ
ル」の真偽を瞬時に判定し、AIによるディープフェイク・ナラティブをフィルタリングする検知メカニズム
の統合が、フラッシュ・クラッシュを防ぐために不可欠となる。 

AIミュトスは、テクノロジーの進歩がもたらす究極の果実であると同時に、デジタル経済の多層的な
脆弱性を容赦なく暴き出す劇薬である。2026年4月の金融業界トップによる官民会議で共有された
危機感は、決して一時的なパニックではなく、来るべき「AI-vs-AI」の熾烈な攻防戦に向けた不可避
の宣戦布告と受け取るべきである。この未曾有の危機に対し、いかに迅速に組織のアーキテク

チャ、コンプライアンス体制、そしてマインドセットを「AIネイティブ」へと変革できるかが、次の10年に
おける金融機関の存亡と、グローバルな金融安定性を左右する決定的な試金石となるであろう。 
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